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カテゴリー:県政一般 

 

 

県内地方公共団体等における生成ＡＩ共同利用 

～生成ＡＩ導入・運用コスト削減を図ります～ 
 

 令和８年４月から、県内地方公共団体等における生成ＡＩの共同利用を開始しま

す。 

 本県では、県と県内全市町村で構成する埼玉県市町村ＤＸ推進ネットワークに専

門部会を設置し、ＡＩ等新技術の共同での活用に取り組んでいます。これまでに導

入した音声テキスト化サービス、ＡＩ－ＯＣＲサービス、チャットツールの共同利

用に続く４つ目のサービスとして、生成ＡＩの共同利用を行います。 

 共同利用を行うことで、単独での導入よりも安価にサービスを利用することがで

き、各地方公共団体等における導入・運用コストの削減と、より一層のデジタル

化・業務効率化が推進されることが期待できます。 

 

１ 概要 

    県内自治体で導入が進んでいる製品を、より安価に利用できるよう、県が

共同利用への参加を希望する県内地方公共団体等を取りまとめ、サービス提

供事業者との協定を締結し、令和８年４月から共同利用を開始します。 

 

２ 共同利用対象製品 

    自治体ＡＩ zevo（シフトプラス株式会社） 

  ※地方自治体の専用ネットワークＬＧＷＡＮの環境でも利用が可能な 

   生成ＡＩサービス。 
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３ 参加予定団体 

 １５団体 

 （熊谷市、所沢市、東松山市、深谷市、草加市、蕨市、戸田市、朝霞市、 

  志木市、久喜市、北本市、富士見市、坂戸市、吉川市、伊奈町） 

 

４ 協定締結先 

 シフトプラス株式会社 

 

《参考》埼玉県における共同利用サービス参加状況 

① 音声テキスト化 

 ＡＩが音声データの文字起こしを行い、議事録を作成するサービス 

 共同利用開始時１８団体（令和３年６月）→３４団体（令和８年３月） 

 

② ＡＩ―ＯＣＲ 

 手書きの文字をＡＩがテキスト化し、データベース化するサービス 

 共同利用開始時９団体（令和３年６月）→２１団体（令和８年３月） 

 

③ チャットツール 

地方自治体の専用ネットワークＬＧＷＡＮに特化したクラウド型チャット 

共同利用開始時２４団体（令和５年４月）→４４団体（令和８年３月） 

  


